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０1

もしかして、もやもやしていませんか。

チラシ作ったのに
成果が出ないなぁ。
デザインの問題？

それともキャッチコピー？
せっかくいい事業なのに。

０２

そのチラシ、誰に向けて
作っていますか？

届けたい人に
ちゃんと配っていますか？

前例踏襲になってません？

そもそも目的は？

成果の指標は？

チラシで大丈夫？

０３

準備が
足りない

周知が
遅すぎる

他の行事と
重なる日程

ターゲットに
情報が届い
ていない

企画が
マンネリ化

ターゲットと
周知方法
のズレ

チラシの
力不足

他部署との
連携不足

一人で手が
回らない

前例の
検証不足

時代に
合わなくなっ
てきた

参加者の声
を反映して
いない

参加者が集まりにくい原因は・・・？

０４

今日の流れ

☑ 仕事に生かせるヒントを見つけよう

☑ 社会教育広報の実例から学ぼう

☑ 広報の基本を理解しよう

私の仕事を分類すると

０５

自治体広報
企業広報

NPO法人運営

メディア編集
社会教育２施設
非常勤役員

社会教育士
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０６北海道庁が道民向けに発行する広報紙の企画編集 新聞社の札幌圏ファン拡大を目的とした情報紙の編集 ０７
給食とふるさと教育をテーマに
食育本の編集

道産そば製粉会社のファンを広げるための商品ブランディング

企業の社会的取り組みを発信する
サスティナビリティレポート

地域文化活動カルチャーナイトの
企画実施、母体であるNPO組織の運営

広報＝Public Relations

０８

広報・パブリックリレーションズは「関係性の
構築・維持のマネジメント」である。企業・行政
機関など、さまざまな社会的組織がステーク
ホルダー(利害関係者)と双方向のコミュニ
ケーションを行い、組織内に情報をフィード
バックして自己修正を図りつつ、良い関係を
構築し、継続していくマネジメントだといえる。
（日本パブリックリレーションズ協会）

効果的な広報に必要な

双方向のコミュニケーション

０９

情報の「送り手」と「受け手」との
キャッチボール

１０

相手に合わせて投げていますか？

何を？

誰から？

どうやって？

誰に？

何のために？

いつ？ どこで？

何回？

予算は？

計画・実施・振り返りまでの一連が「広報活動」
１１

△ （情報の送り手＝主催者の）

思いを伝える広報
↓

◎ （情報の受け手との）

よりよい関係をつくる広報
↓

結果として、主催者の思いは届きやすくなる
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１２

送り手の思い

●事業の価値・意義
を知ってほしい
●主催者として
地域づくりに対する
思いを伝えたい
●地域づくりに関心
を持ってほしい

受け手の心理
●私にどういう関係が
あるの？
●参加すると、
どんないいことがある？

●どんなふうに魅力的
な体験ができる？
●参加すればどんな
気持ちになれる？

●どんな新しい発見や
学びがある？

送り手が期待する効果

●認知度・参加者数の向上
●満足度の向上
●当事者意識の向上

受け手に響く
メッセージに変換する

●主語を「送り手（私）」から
「受け手（あなた）」に
●受け手のメリットとは？

参加意欲を高めるための「動機づけ」「意味づけ」

受け手に響くと「アクション」が返ってくる

１３

広報と教育との共通点

☑ 受け手の行動変容を促す

☑ 受け手に合わせた情報発信

☑ 受け手（ターゲット）の設定

１４

皆さんの広報活動を
振り返ってみましょう

WORK①

地域文化活動
カルチャーナイトの概要

１５

１６

札幌の夏の風物詩カルチャーナイト

カルチャーナイト公式サイト

カルチャーナイトYouTubeチャンネル

カルチャーナイトとは

●札幌市内の公共・文化施設や教育施設、企業施設を
年に一日だけ夜間開放して
地域の皆さんに楽しんでいただく文化イベントです。
2003年にスタートし、今年で23回目の開催です。

●子どもから大人まで、毎年約２万人が参加する
「まちの文化祭」として親しまれています。

●市内全区にまたがる会場の施設開放のほか、
オンライン配信もあり、80以上の団体が参加しています。

●産学官民の多様な主体が参加し、
参加団体がそれぞれに特色ある文化プログラムを
展開する地域文化活動です。

１７
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●日時：２０２５年７月２５日（金）
夕方から夜に実施 ※時間帯は施設により異なります。

●会場：札幌市内全域の公共・文化施設、
教育施設、企業施設など

２０２４年度（計８５団体が参加）
施設開放：74団体／オンライン：18団体
来場者数＆再生回数 20,183人

１８

カルチャーナイトを通じた体験価値

地域の魅力に触れ
自分と社会との
関わりを学ぶ

地域の歴史・文化・産業資源などを
「見る」「学ぶ」「体験する」ことにより、
ふるさとへの愛着と誇りを高める

１９

カルチャーナイトの
広報活動

２１

１５

ステークホルダーに合わせた広報

役員

実行委員

事務局

行政機関

参加潜在層
（公共施設）

協賛企業

個人寄付者

個人寄付
潜在層

協賛企業
潜在層

過去
参加団体

ボランティア
スタッフ

来場者
（市民）

来場未経験者
（市民）

ボランティア
潜在層参加潜在層

（企業・団体）

参加潜在層
（大学・学校等）

参加団体

カルチャーナイトのステークホルダー
２２ ２３

ああああああああボランティアスタッフ（100人超）が広報活動の戦力
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２４

カルチャーナイト事務局が取り組む周知活動

２５

参加団体が個別に取り組んでいる周知活動

２６

タイトルの工夫で「選ばれるプログラム」に
全体で200以上あるプログラムのタイトルには

「わかりやすさ」「具体的」「興味が持てること」が大切です

２７

事前予約制の企画か
当日気軽に参加できる企画か

参加団体のプログラム成功に向けたサポートとして
企画立案段階で必要なデータを共有しています

２８

傾向把握と分析結果を関係者に共有
来場者から見たカルチャーナイトの魅力

カルチャーナイト2024報告書・来場者アンケート集計結果より抜粋

２８２９
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参加団体が感じるカルチャーナイトの手応え

カルチャーナイト2024報告書・参加団体アンケート集計結果より抜粋

２９３０ ３１

2025.2.28

住友生命主催「第18回未来を強くする子育てプロジェクト」
（文部科学省・こども家庭庁後援事業）

認定NPO法人カルチャーナイト北海道が「スミセイ未来賞」受賞
全国209団体のうち12団体が受賞（北海道地区では1団体のみ）

全国表彰の実績を「次の広報」に生かしていくことが大切！

３２

社会教育士の学びをもとに
注力している広報活動

☑ EBPM（根拠に基づく政策立案）

☑ ステークホルダーとの対話の場づくり

☑ カルチャーナイトの仲間を広げる

３３

仕事に生かせそうな気づきや
ヒントはありましたか。
話し合ってみましょう。

WORK②


